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　はじめに

　古墳時代とは、「古
こ ふ ん

墳」と呼ばれる高塚が、東北地方から沖縄を

除く九州地方までの広い範囲で造営された時代です。

　弥生時代に水田経営をめぐって誕生したムラの代表者が、より安

定的な水田経営をめざし、集団を大きなものとしていきます。その

結果、弥生時代の終わりころには、各地に有力な首
しゅちょうそう

長層が誕生する

ことになり、やがて、彼らは、穀物に代表される富の蓄積や交易を

通じて、大和を中心とした広域な政治的まとまり（ここでは「ヤマ

ト政権」と呼ぶことにする） を誕生させます。

　彼ら首長層が権力の証として大きなお墓を築くことを志向し、政

治的なまとまりを示すものとして、前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳を築いたのではない

かと考えられています。また、前方後円墳は、盛大な首長霊（権）

の継承儀礼を行うための

舞台であったという考え

方も有力です。

　国内が大和を中心にま

とまったことは、前方後

円墳が各地に築かれるこ

と以外にも、副葬される

銅鏡や石製腕飾類が近畿

地方を中心として全国に

分布すること、そして炊

飯具などの暮らしの道具

が地域色を失っていくこ

とからも推定できます。 「青龍三年銘鏡」（大田南５号墳：京丹後市教育委員会提供）
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　古墳時代の墓

　古墳の形には前方後円墳以外にも、前方後方墳、円墳、方墳など

の墳形があり、その規模や形は、被葬者の政治的・経済的立場を表

すものと考えられています。府内には大小 1 万基程度の古墳があり

ますが、その多くは、直径 10 ｍ前後の円墳や方墳で、各地の有力

農民層の墓だと推定されます。

　古墳時代の始まりについては諸説ありますが、最も古い大型の前

方後円墳である奈良県桜井市箸
はしはか

墓古墳の築造をもって古墳時代の開

始とする意見が有力です。この古墳は３世紀中頃の築造であること

が、副葬された遺物の推定年代や理化学的な年代測定法により明ら

かになりつつあります。古墳時代の終わりについては、前方後円墳

が築かれなくなり、寺院の造営がはじまる６世紀後半頃とする考え

方が優勢です。

　京都府は南北に長く、大和政権の発祥の地に近い山城地域、桂川

上流域の南丹波地域、由良川流域にあたる北丹波地域、海を擁する

丹後地域と地域ごとに様相が違っています。

　山城地域では、向日丘陵に３世紀後半から４世紀にかけて 100 ｍ

級の前方後方墳（向日市元
も と い な り

稲荷古墳）や前方後円墳（向日市五
い つ か は ら

塚原

古墳、同妙
みょうけんやま

見 山古墳、同寺
て ら ど お お つ か

戸大塚古墳）が次々と築かれます。同じ頃、

南山城地域では、 全長 180

ｍを測る大型の前方後円墳

である木津川市椿
つ ば い お お つ か や ま

井大塚山

古墳が築かれます。この古

墳 か ら は、 三
さんかくぶちしんじゅうきょう

角 縁 神 獣 鏡

33 面 以 上 を 含 む 計 37 面 以

上の銅鏡が出土しました。

三角縁神獣鏡は、全国の首

長墳から出土しているもの府内最古の古墳のひとつ椿井大塚山古墳
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と 同 じ 形 で 造 ら れ た も

の が 多 い こ と か ら、 ヤ

マ ト 政 権 が 全 国 の 首 長

と 同 盟 関 係 を 結 ぶ の に

深 く 関 わ っ た 人 物 の 墓

で は な い か と 推 定 さ れ

て い ま す。 な お、 ５ 世

紀 に な る と 宇 治 市 か ら

城 陽 市 に か け た 台 地 上

に久
く つ か わ く る ま づ か

津川車塚古墳（全長

180 ｍ） を中心とした久津川古墳群が築造されます。前期の古墳が

少ないこの地に府内最大の古墳群が築かれるのは、この頃、ヤマト

政権の大王墓が大和から河内に移動することに連動するものと考え

らます。

　古墳出現以前に全長 52 ｍの前方後円形を呈する南丹市黒
く ろ だ

田古墳

を 築 く 南 丹 波 地 域 で は、 ４ 世 紀 後 半 に な っ て 全 長 84 ｍ の 南 丹 市

園
そ の べ か い ち

部垣内古墳が出現します。そして、隣接する兵庫県篠
ささやま

山市に全長

140 ｍの雲
くもべくるまづか

部車塚古墳が５世紀に築かれる頃には、亀岡盆地にはた

くさんの方墳が築かれています。

　北丹波地域では、４世紀に景初四年銘の盤
ばんりゅうきょう

龍鏡が出土した全長

40 ｍを測る福知山市広
ひろみね

峯 15 号墳が築かれて以降、全長 30 ｍ前後の

前方後円墳が小水系ごとに築かれています。この地域は円墳や方墳

が優勢な地域で、５世紀には綾部市私
きさいちまるやま

市円山古墳（直径 71 ｍ）や

同 聖
ひじりづか

塚 古墳（一辺 54 ｍ）、福知山市 妙
みょうけん

見 古墳（一辺 43 ｍ）などが

この地域を代表する古墳です。

　丹後地域では、４世紀の中頃から５世紀前半にかけて、大きな前

方後円墳が築かれています。最初に野田川流域に与謝野町白
し ら げ や ま

米山古

墳、 同蛭
え び す や ま

子山１号墳が築かれ、 ５世紀を前後する頃には大きく海

久津川古墳群の想像復原図（早川和子作画）
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が入り込んでいた潟
か た こ

湖のほとり

に、日本海側最大の前方後円墳

である京丹後市銚
ちょうしやま

子山古墳、同

神
しんめいやま

明山古墳が築かれます。その

後、竹野川河口をさかのぼった

内陸部に黒
く ろ べ ち ょ う し や ま

部銚子山古墳が築か

れますが、それ以降この地域に

は大型の前方後円墳は築かれま

せん。

　 京 都 府 内 最 後 の 前 方 後 円 墳

は、６世紀後半に築かれた巨大

な横穴式石室をもつ京都市右京

区の蛇
へびづか

塚古墳です。６世紀には、

府内各地に横穴式石室や木棺を

埋 葬 施 設 と す る 群 集 墳 が 築 か

れ、６世紀後半には、丹後半島

の中央部、綾部市、八幡市、京

田辺市と限られた地域で横穴墓

群が築かれています。群集墳や横穴墓群は、飛鳥時代にまで造墓活

動が続くものがあります。階段状の列石で化粧された綾部市山
や ま お

尾古

墳や八角形の墳形をもつ亀岡市国
こ く ぶ

分 45 号墳などは、律令国家に移

行しつつあるヤマト政権から認められた地域首長と考えられます。

　古墳時代のムラ

　古墳時代の人々の多くは、弥生時代に引き続いておもに竪穴式住

居で暮らしていますが、５世紀頃には屋内炉に代わって竈
かまど

が一般化

するようで、南丹市室
むろはし

橋遺跡などでは、竈付き住居が多数見つかっ

ています。竪穴式住居跡とともに、掘立柱建物跡が見つかることも

あり、これらは、米などを蓄えた高床の倉庫の可能性も考えられま

府内最後の古墳のひとつ綾部市山尾古墳

八角形墳（亀岡市国分 45 号墳）
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す。多数の掘立柱建物跡ととも

に、 朝鮮半島系土器、 鍛
か じ さ い

冶滓、

製
せいえん

塩土器などが出土した精華町

森
も り が い と

垣外遺跡では、平地式の大
おおかべ

壁

住居なども見つかっおり、渡来

系技術者集団の集落内での居住

が推定されます。しかし、この

ような集落は少数派で、府内で

掘立柱建物が一般化するのは飛

鳥時代以降になります。

　祭
さ い し

祀行為に係ると考えられる遺構も幾つか見つかっています。向

日市中
なかかいどう

海道遺跡では、建物の周りを堀で囲んだ神殿風の建物が見つ

かっています。京丹後市浅
あさごだにみなみ

後谷南遺跡では、古墳を飾った形象埴輪

に表現されているような導水施設が見つかっており、水に係る祭祀

行為に使われたものと考えられます。宮津湾の出口に近い宮津市

難
な ん ば の

波野遺跡での多量の土器と玉類の出土状況や、舞鶴湾の出口にあ

たる舞鶴市千
ち と せ し も

歳下遺跡での銅鏡片、玉類、鉄製品、土器などの集中

的な出土状況は、海上交通の安全祈願などに係る祭祀行為の結果だ

と考えられます。

　府内での水田遺構の検出は多くありませんが、古墳の築造に係る

大規模な土木工事技術の存在から水田開発も飛躍的に進んだことが

予想されます。亀岡市池
いけじり

尻遺跡や南丹市室橋遺跡で見つかった幅３

ｍ、深さ２ｍを測る大型の溝などは、灌
かんがい

漑用水路の可能性が考えら

れます。ヤマト王権が大陸から技術者を迎え、地方豪族の招
しょうへい

聘の下、

鉄生産、須恵器生産、埴輪生産などが府内各地で行われています。

６世紀には、京丹後市遠
えんじょ

處遺跡で砂鉄を原料とした鉄生産、南丹市

の大
おおむかい

向窯跡群で須恵器生産、木津川市の平
な ら や ま

城山丘陵で埴輪生産など

が行われています。　　　　　　　　　　　　　　　　（肥後弘幸）

木を刳り抜いて作られた導水施設（浅後谷南遺跡）


